
田中 敬一教授 最終講義
ルイス・ニシザワと統合造形芸術

El muralista Luis Nishizawa* y la Integración Plástica

日時：2019年1月22日（火）16時10分～17時30分
場所：愛知県立大学 長久手キャンパスＨ005教室

終了後、学食（第二食堂）にて記念パーティ（会費2000円（学生1000円）程度)

*ルイス・ニシザワ（Luis Nishizawa, 1918-2014）

日系メキシコ人画家。日本人の父とメキシコ人の母のもと、壁画家、素描家、版画家、彫刻家と多彩な経歴を持ち、日本的
な美意識を取り入れ、新しい素材と技法を開拓した。壁画家としての作品には日本の陶芸や庭園の影響も見られる。


